
お知らせ

倉
地
理
事
・
副
学
長
が
退
任
さ
れ
、

　
　
　
　
　
新
た
に
菊
川
理
事
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

経
験
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
（
退
任
に
あ
た
っ
て
）

平
成
24
年
4
月
1
日
付
け
で
理
事
の
交
代
が
あ
り
、
倉
地
幸
徳
理
事
・
副
学
長
が
退
任
さ
れ
、

新
た
に
菊
川
律
子
理
事
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
新
理
事
紹
介
〉

菊　

川　

律　

子
（
き
く
か
わ　

り
つ
こ
）

任
期
：
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

経
歴
：
昭
和
49
年
３
月　

九
州
大
学
教
育
学
部
卒
業

 
 

昭
和
49
年
４
月　

福
岡
県
教
育
庁
入
庁

 
 

平
成
10
年
４
月　

福
岡
県
教
育
庁
教
育
企
画
部
生
涯
学
習
課
長

 
 

平
成
12
年
４
月　

福
岡
県
生
活
労
働
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長

 
 

平
成
15
年
４
月　

福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教
育
課
長

 
 

平
成
17
年
４
月　

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

 
 

平
成
19
年
４
月　

福
岡
県
立
図
書
館
長

 
 

平
成
20
年
４
月　

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
理
事

 
 

平
成
23
年
４
月　

中
村
学
園
大
学
非
常
勤
講
師

 
 

平
成
24
年
４
月　

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
理
事

総長、理事、監事（平成24年4月1日）

総　長

理　事

監　事

監　事

有　川　節　夫

今　泉　勝　己

落　合　英　俊

菊　川　律　子

髙　栁　涼　一

藤　木　幸　夫

丸　野　俊　一

本　木　章　喜

安　浦　寛　人

善　福　　　勉

藤　田　和　子

研究、国際

教育、図書館等

総務、労務管理

業務監査

業務監査

役   職 氏　　名 主な任務

H20.10.1 ～
H26.9.30

H22.10.1 ～
H24.9.30

H22.10.1 ～
H24.9.30

H24.4.1 ～
H26.3.31

H23.1.1 ～
H24.12.31

H22.10.1 ～
H24.9.30

H22.10.1 ～
H24.9.30

H22.8.1 ～
H24.7.31

H22.10.1 ～
H24.9.30

H24.4.1 ～
H26.3.31

任　　期

総  

長

理
　
事

監
　
事

理事・
副学長

キャンパス環境整備、
広報、危機管理

人事企画、
九大基金、同窓会

男女共同参画推進、
安全衛生、
教育社会連携

企画・評価、
大学病院

財務、
産官学社会連携、
情報政策

理事・
副学長

理事・
副学長

理事・
副学長

理事・
副学長

理事・
事務局長

理事・
副学長

藤田公認会計士事務所所長
（公認会計士、税理士）
H24.4.1 ～
H26.3.31
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平
成
23
年
12
月
12
日（
月
）、
大
学
院
法

学
研
究
院
で
の
講
演
の
た
め
来
学
し
た
ジ
ョ

ナ
サ
ン 

Ｔ.

フ
リ
ー
ド
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
が

有
川
総
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ド
大
使
は
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
教

育
研
究
分
野
に
お
け
る
交
流
に
つ
い
て
喜
ば

し
く
思
っ
て
お
り
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
大
学

が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
交
流

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
大
学
に
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
学
生
が
数
多
い
こ
と
か
ら
、

両
国
の
学
生
交
流
促
進
の
重
要
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ようこそ九州大学へ

駐
日
カ
ナ
ダ
大
使

　

平
成
24
年
1
月
23
日（
月
）、
テ
ク
ニ
オ
ン

_

イ
ス
ラ
エ
ル
工
科
大
学
教
授
で
２
０
０
４
年

に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
ー
ロ
ン
・

チ
カ
ノ
ー
バ
ー
博
士
と
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン

ク
生
化
学
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
名
誉
教
授
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ノ
イ
パ
ー
ト

博
士
が
有
川
総
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
本
学
の
藤
木
理
事
が
拠
点

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム「
個
体
恒
常
性
を
担
う
細
胞
運
命
の

決
定
と
そ
の
破
綻
」
の
理
医
連
携
特
別
講
演

会
の
た
め
来
学
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞　

ア
ー
ロ
ン
・
チ
カ
ノ
ー
バ
ー
博
士

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
生
化
学
研
究
所　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ノ
イ
パ
ー
ト
博
士

　

平
成
23
年
12
月
13
日（
火
）、
李
天
然
駐

福
岡
中
国
総
領
事
が
有
川
総
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

李
総
領
事
は
、
駐
大
阪
中
国
総
領
事
館

や
駐
名
古
屋
中
国
総
領
事
館
で
も
勤
務
経

験
が
あ
り
、
平
成
23
年
11
月
19
日
に
駐
福

岡
中
国
総
領
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

李
総
領
事
か
ら
、
平
成
24
年
度
は
様
々
な
分

野
で
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
記
念
事
業
が

実
施
予
定
で
あ
り
、
両
国
の
大
学
を
中
心
と
し

た
学
生
交
流
や
学
術
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
が
抱
え
る

諸
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
協
力

し
て
い
き
た
い
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

駐
福
岡
中
国
総
領
事

　

ノ
イ
パ
ー
ト
博
士
は
、
藤
木
理
事
が
21
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拠
点
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
頃
か
ら
何
度
も
福
岡
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
チ
カ
ノ
ー
バ
ー
博
士
は
、
平
成

17
年
２
月
に
も
来
学
し
、
梶
山
前
総
長
と
対

談
し
て
い
ま
す
。

　

チ
カ
ノ
ー
バ
ー
博
士
は
、
研
究
は
大
き
な

こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
地
道
な

活
動
が
実
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
４
月
に
九
大
の
理
事
・

副
学
長
と
し
て
九
大
に
戻
っ
て
か
ら
早
く

も
２
年
、
私
は
こ
の
３
月
を
も
っ
て
退
職

し
、
４
月
に
は
自
宅
の
あ
る
シ
ア
ト
ル
に

戻
る
。
私
は
、
九
大
大
学
院
を
１
９
７
０

年
に
修
了
し
、
同
年
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

に
研
究
留
学
、
同
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
研
究
と
教
育

に
没
頭
、
知
財
創
出
や
企
業
と
の
共
同

研
究
、
米
政
府
の
仕
事
等
で
32
年
間
が

過
ぎ
た
。
日
本
政
府
の
要
請
で
２
０
０
１

年
に
帰
国
、
筑
波
の
独
立
行
政
法
人
産

業
技
術
総
合
研
究
所
で
新
研
究
セ
ン

タ
ー
の
所
長
と
し
て
運
営
、
特
殊
研
究

棟
建
設
、
そ
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
設

立
も
行
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
九
大
に

戻
る
前
の
10
年
程
、
杉
岡
総
長
の
頃
か

ら
私
は
外
部
評
価
委
員
会
や
Ｐ
＆
Ｐ
委

員
会
、運
営
諮
問
会
議
、さ
ら
に
そ
の
後
、

経
営
協
議
会
や
総
長
選

考
会
議
、Ｓ
Ｓ
Ｐ
等
の

外
部
委
員
や
委
員
長
と

し
て
、
外
部
か
ら
本
学

に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

経
験
か
ら
、
日
本
人
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

に
つ
い
て
考
え
て
み
る

時
、
英
語
（
が
基
本
）

に
よ
る
対
話
能
力
や
積

極
性
と
行
動
力
、
多
様
な
文
化
の
理
解
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
力
を
持
ち
、
日
本
人
の
誇

り
を
忘
れ
な
い
者
、
と
言
わ
れ
る
人
材

像
は
、「
豊
富
な
国
際
経
験
を
持
つ
人
」

と
、
机
上
で
物
事
を
考
え
る
人
に
よ
っ
て

考
え
ら
れ
た
理
想
像
で
、
そ
の
た
め
に

は
幼
少
時
か
ら
の
健
全
な
情
操
と
倫
理

観
教
育
に
加
え
、
豊
か
な
教
養
と
専
門

知
識
、
論
理
的
で
批
判
的
思
考
力
の
修

得
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
に
で
き
る
事

は
、
英
語
等
の
異
国
言
語
に
よ
る
論
理

的
対
話
能
力
の
基
礎
訓
練
と
、
教
養
及

び
専
門
知
識
修
得
の
基
盤
作
り
だ
。
後

は
、
長
い
時
間
を
か
け
、
個
々
人
が
誠

実
で
前
向
き
な
生
き
方
を
す
る
中
か
ら

修
得
す
る
も
の
だ
と
思
う
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
の
九
州
大
学
の
発
展
を
米
国
か

ら
見
守
る
。

倉
地
幸
徳

A.V.Kabanov教授による基調講演

右から２人目がジョナサン Ｔ.フリード大使

中央がチカノーバー博士、右から２人目がノイパート博士

3132 Kyushu Univers i ty  Campus Magaz ine_2012.3 Kyushu Univers i ty  Campus Magaz ine_2012.3


